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1. はじめに 

 
 獨協大学大竹ゼミは 2017 年度に活動を開始し、2019 年度から「大学生等による地域創

生推進事業」に参加した。以前は「大学生等の力を活用した集落復興支援事業」であった

が、2019 年度より本事業へと移行した。大竹ゼミではエコツーリズムやグリーンツーリズ

ム、農業復興の進め方について学んでいる。消費機能をもつ都市と生産機能をもつ農村の

両方が共存してこそ私たちの生活が成り立つのである。農村地域においては、食糧やエネ

ルギー、資源をつくるだけでなく、防災や環境保存といった多面的機能も注目されている。

こうした機能をもつ農村地域を健全に保っていくことが必要である。その一環としてこの

事業に参加している。今年度の活動では「耻風に行って、魅力を再認識」というテーマ活

動した。2019 年度では、6 回の耻風訪問と多く訪問することができたが、今年度は新型コ

ロナウイルス拡大の影響により 2 回しか訪問することができなかった。このような状況の

中、私達は耻風の魅力を再確認し、現地の人に聞き取り調査などを行い、それをパンフレ

ットにまとめた。以下は今年度の活動内容である。 

 

2021 年度の活動内容 

日程 活動回 詳細 
11 月 20 日～21 日 第１回訪問 顔合わせ 
12 月 4 日～5日 第 2回訪問 そば打ち体験 

12 月６日～10 日 獨協大学主催  「 Earth 

week Dokkyo」出店 
農産物の販売 

12 月～1 月 パンフレット作り 耻風地区の現状、歴史、特

産物などについて記載 

 

 

2. 耻風地区の概要と現状 
 耻風地区は南会津町の南西部に位置する、人口 44 人・1８世帯の地区である。会津高原

尾瀬口駅より30km、会津田島駅40km離れた場所に位置している。アクセス方法としては、

会津高原尾瀬口駅から車で約 35 分である。会津バスは 2時間半に 1本しかなく、近くに鉄

道もない。しかし、国道 352 号 401 号に面しており、会津の中心地である会津若松まで車

1 時間 20 分と車での移動がし易い。また、国道の分岐点に近いことから、新潟、日光など

の多方面からのアクセスもし易くなっている。耻風地区の主な課題は 38.64%という高い高

齢化率である。その原因は出生率の低下にあり、10 代後半から 50 代前半の生産人口が少

なくここ数年子供が生まれていないことが原因である。高齢化が進行していくと､農作業

への負担をはじめとする様々な問題が発生してしまう。このような問題を解消するために

は年齢層を増加させることが必要不可欠だ。年齢層を増やすことによって地域の高齢者の

負担を軽減するとともに、地域の活性化も行うことができる。地域の魅力を外部へ発信し

て交流人口を増加させることで新たな経済 循環を作り出し、若者の流出を防いで定住人口

を増やしていくことが年齢層の増加において重要だ。そのために、大竹ゼミ耻風班のよう

な大学生をはじめとする若者によって耻風地区の魅力を多くの人に伝える活動が行われて

いる。 
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3. 2021 年度の活動報告 

 
3.1 獨協大学「"Earth Week Dokkyo 2021～Winter～"」における物産展の開催 

 獨協大学では年 2回「Earth Week Dokkyo」という最大規模のエコイベントを行ってい

る。"Earth Week Dokkyo 2021～Winter～"は 12月 6 日(月)～11 日(土)の１週間に開催さ

れた。このイベントは 「楽しく社会問題を学ぶ」ことをモットーに、ワークショップや

公開授業などを通して未来を担う獨協生に地球の現状と今後の持続可能な社会について考

える機会の提供を目指している。私たち耻風班が物産展に出店し、学校内の大学生、そし

て学外者（草加市民）の方を中心に耻風地区や南会津町の PR 活動を行うとともに、地元

農産物の販売等も開催した。場所は本学学生センター付近で行った（写真 1・2）。 

 環境週開催前の準備としては、主に会場設営や販売物のポップや PR ポスターの作成、

また耻風班メンバーがイベンド前日に耻風地区に訪問し、特産品の仕入れ、両替用硬貨の

準備、販売品搬入・準備を行った。販売品目と売上は図表 1の通りである。 

 

 写真 1・2「"Earth Week Dokkyo 2021～Winter～"」で物産展を開催した時の様子 

 

 

 

 

図表 1「"Earth Week Dokkyo 2021～Winter～"」販売品目と売上合計(次頁に続く) 

項目 単価 販売量 合計 

南郷トマト 400 円 4 1,600 円 
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青トマト 50 円 35 1,750 円 

乾燥シイタケ 550 円 10 5,500 円 

乾燥ヒラタケ 550 円 10 5,500 円 

蕎麦粉（500g） 600 円 10 6,000 円 

蕎麦の実 500 円 10 5,000 円 

漬け物（赤カブ） 300 円 10 3,000 円 

                 

売上合計 28,350 円 

仕入原価 20,700 円 

利益 7,650 円 

  

 初日から大学生だけではなく、多く住民の方も来られている。一週間を通して、多数の

方々と対面でのコミュニケーションが取れ、特産品を通じて地区の魅力を伝えることがで

きた。 

 反省点としては、蕎麦粉など商品が売れる方法の改善が挙げられた。蕎麦粉については

基本的には家で蕎麦を打つことは難しく、蕎麦を打つ以外の使い道がわからないなどの理

由から購入に至らないケースが多かった。この点については商品を積み上げると売れやす

くなることや蕎麦粉でできる料理を掲示することなど、今後に向け買いやすい売り場づく

りを目指す必要があった。 
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3.2  パンフレット作成 

前年度の活動はコロナウイルスの影響で耻風地区への訪問・交流が十分にできなかった

ため、今年度の活動は耻風に関する知識・経験の浅いメンバーでのスタートとなった。そ

のため今年度は「耻風を知る」ことを主軸として活動した。 

 耻風地区に関する情報を収集し、知識を深めることを目的に耻風地区についてまとめた

「パンフレット」を作成した。パンフレット作成にあたり、調査項目を現状と課題、概

要、特産品、植生と気候、歴史、蔵の 6項目に設定し分担して取り組んだ。インターネッ

ト、書籍、過去の活動報告書等を用いて情報収集をしたのち、情報の真偽や疑問点、より

詳細な情報を得るため ZOOM を通して地区の方々に聞き込み調査を行った。写真や図、グ

ラフなどを用いて、耻風地区を知らない人でも読みやすくわかりやすい内容にまとめるよ

う努めた。パンフレットは、ゼミ選択をする新入生向けのものと、一般向けの 2種類作成

した。作成したパンフレットはより多くの人が閲覧できるように、印刷した紙媒体のパン

フレットと電子パンフレットを用意した。一般向けパンフレットは校内リーフレットコー

ナーや図書館での設置や、オープンキャンパス・Earth Week Dokkyo での配布、草加市役

所・市内図書館での設置、南会津町役場・道の駅での設置を考えているが、印刷が完了し

ていなかったため実行できておらず、次年度へ引き継ぎ実行していきたい。 

また、次頁より第 31 頁まで私たちが実際にまとめたパンフレットを掲載する。 

以下より、実際にまとめたパンフレット 

この頁は表紙、次頁以降は本文である。（第 30 頁まで） 
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3.3  聞き取り調査 

山田雄大さん(25) 

・家族構成 

 本人のみ 

 

・耻風で暮らした年数 

 ３年 

 

・職業 

 地域おこし協力隊 

 

・大学生時代の耻風地区の事業 

 フィールドワークに興味があり、その際に大学の先生からのお誘いで事業に参加した。 

 主な活動内容として、地域住民への聞き取り調査などを行なった。 

 

・事業に参加する前の耻風地区に対するイメージと事業を行う中での発見 

 山奥にある田舎ということで、斜面が多く人が住める面積が少なそう。 

 しかし、想像以上に平らで住みやすそうな場所が多かった。 

 活動の中で耻風地区を訪れた際に地域住民の方々が快く迎え入れてくださり、そこに活

動のやりやすさを感じるとともにこれからも引き続き事業に携わっていきたいと思うよう

になった。 

 

・地域おこし協力隊になった理由 

 大学を卒業した後も継続してこの耻風の事業に携わっていきたいと思ったから。 

 

・大学生としての耻風地区の事業から地域おこし協力隊となったときの変化 

 耻風地区だけでなく南会津町全体と関わる必要があるため、活動範囲が広がりより多く

の人と付き合うようになった。 

 耻風地区に集中したかったがそこまで手が回らなかった。 

 しかし、活動範囲が広がったことで様々な人とコミュニケーションが取れるようになっ

たので結果としてよい方向にはたらいた。 

 

・地域おこし協力隊の任期を終えた後 

 耻風地区にとどまり起業をする。 

 

・耻風地区にとどまって事業を行い続ける理由 

 耻風地区の地域住民の方々の多くは高齢であるが、皆若々しくまるで同い年の人と一緒

に仕事をしている気分であり、そういった人々の雰囲気が好きだから。 
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平野秀敏さん(60) 

・家族構成 

 本人、母親 

 

・耻風で暮らした年数 

 30 年 

 

・職業 

 清水屋旅館の経営 

 

・清水屋旅館について 

戦前、新潟や群馬から会津、栃木へ向かう分岐点となる三叉路近くに、後の清水屋旅館と

なる隠居建屋が建てられる。この隠居した本人が、歩いて商売していた行商人にお風呂や

食事を提供し、趣味で泊めはじめたのが始まり。 

戦後 1947 年後半に正式に旅館業の許可を得て、宿泊業を本格的に始める。 

現在のご主人である秀敏さんは、正式な旅館業として始まってから 3代目となる。 

 

・南会津町の旅館業 

 もともと民宿は多くなかったのだが、約 30 年前のスキーブームの影響で近辺に新しい

スキー場が作られたことがきっかけとなり民宿の数が急増した。 

 しかし、スキー場の利用客の減少や経営者の高齢化にともなって民宿の数は徐々に減少

していき、現在ではかなり少ない状態となっている。 

 

・旅館の経営において大切なこと、心がけていること 

 常におもてなしの心を持ち、お客様満足度を高める事。 

お客様ひとりひとりに良いサービスを提供できる様に、無理をして多人数を泊めることは

しない。 

 

・旅館の経営において大変なこと 

 お客様の安心安全、顧客満足度を高めるために、設備点検や改善工事が常に必要なこ

と。 

当日予約やお客様からの無理な要望をお断りしなければならない時。 

 

・旅館の経営に対するやりがい、この仕事をやっててよかったと思うとき 

 お客様が喜んで帰っていき、そして再び来てもらうとき。 

 旬の山菜が採れる時期や、アユが採れる時期にリピーターとして毎年来て下さるお客様

がいるということにやりがいを感じている。 
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平野隆伸さん(66) 

・家族構成 

 本人、奥さん、息子 

 

・耻風で暮らした年数 

 50 年 

 

・職業 

 そば農家 

 林野庁関連の公務員（現在は退職） 

 耻風地区の区長 

 

・そばの栽培 

 もともと父親が果樹園を営んでおり、その土地を引き継ぐ際にそばの栽培を始めた。 

 畑の大きさは 5.5ha 

 収穫されたそばの実は半分を自身でそば粉に加工して販売し、もう半分を実のまま町の

企業に販売している。 

 自然環境によって収穫量が左右されることに苦労している。 

 

・公務員について 

 高校卒業時に学校の先生から公務員になることを勧められた。 

 そのときの所属していた学科が林業科だったことから農林水産省に務めることとなっ

た。 

 山や自然が好きだからそんな自分にこの仕事はあっていた。 

 

・区長の役割 

 町の役場と耻風地区の住民の方々との連絡係 

 

・現在の生活についてそのほかのこと 

 そばの栽培だけでなく家庭菜園も行なっている。 

 産業廃棄物の監視員や老人ホームのアルバイトを行なっている。 
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平野博信さん(66) 

・家族構成 

 本人、奥さん、母親 

 

・耻風で暮らした年数 

 60 年 

 

・職業 

 様々な事業の委託を受けている 

 例）別荘地やキャンプ場の運営、管理 

   町の直売場の運営、管理、物資の運搬 

 昔は旅館の経営を行なっていた 

 

・キャンプ場の管理を始めたきっかけ 

 ホームセンターを主としている企業から委託を受けて行なっている。 

 その企業の社長と博信さんは友人の関係にあり、その社長の遺志を継ぐかたちでこの事

業に携わっている。 

 

・キャンプ場の管理において心がけていること 

 まず、機械器具、従業員、自分自身といった様々なことの安全に十分配慮する。 

 人々のつながりを大切にする。 

 ある場所に多くの人が来ることによってその場所に破壊や汚染などの弊害が生じるが、

人は自分にとって大切な場所を汚したり壊したりしようとは思わない。 

そのため安易に人をたくさん呼ばず、このキャンプ場のことを本当に大切な場所だと思

い、その人にとって大切な人にだけそのキャンプ場のこと教えるようなそんな場所にして

いく。  

 特に、管理しているキャンプ場は川の上流にあるためそこをきれいに保つことは、下流

や海に対しての大切な役目となる。 

 

・キャンプ場の管理に対するやりがい、この仕事をやっててよかったと思うとき 

 社長の意向として、企業の人材育成に力を入れていく方針が定まった。 

 その際に、人づくりを任されて自身の管理するキャンプ場で実際に人づくりをやらせて

もらっていることにやりがいを感じている。 

 

・昔経営していた旅館について 

 もともと家が大きく部屋がたくさんあり、商売をやっていたことから多くの行商人が訪

れた。 

 その際に、行商人を一晩泊めていくことがあった。 

 その後、正式に許可を取って旅館業を始めた。 

 

・旅館の経営 

 様々なことに挑戦していきたいことから、当時はほとんど流行していなかったグリーン

ツーリズムを取り入れた。 

 旅館の経営と同時に様々な果樹園の運営や、山を利用した宿泊施設の実現に取り組んで

いた。 

 前例がなかったため、農林水産省や経済団体が研修に来ることがあった。 
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・旅館の経営を辞めた理由 

 キャンプ場の管理を始めたきっかけとなる自身の友人の理想の実現に協力することとな

った。 

 そちらに重点が行くにつれて旅館や果樹園の経営も難しくなっていき本格的にキャンプ

場のほうを応援することになった際に、旅館を閉めてそちらのほうに注力することになっ

た。 

 

4. 今年度の反省点 
 1.コミュニケーション不足 

私たち耻風班においては、年間を通じて様々なミーティング等を通じて、学年の垣根を越

えた交流を深めるきっかけとなればと考えた。しかし、ズームによる開催や、全員の都合

が合わず揃わないなど、全体でのコミュニケーションをとる機会が少なかった。来年度は

メンバー間全体でコミュニケーションを取れる機会を増やしたい。 

 

 2.LINE などの SNS ツールの活用徹底 

1.に関連するが、私たちはスマートフォン、LINE などのコミュニケーションツールを用い

て連絡する時代で生活しており、様々な場面において、上記のツールを用いてやりとりし

ている。そのような時代であるからこそ、よりこまめに共有するべきだった。些細なこと

でも、メンバー全体で共有し合って活動をより活発に活動すべきだった。 

 

5. 来年度に向けて 
今年度の大竹ゼミ・耻風班の活動は、コロナウイルスの影響で耻風地区への訪問が思う

ように出来なかった。そんな中でも、新一年生向けのパンフレットの作成や”Earth Week 

Dokkyo 2021～Summer～ ””Earth Week Dokkyo 2021～Winter～”への参加、地域の方々

との ZOOM での交流会など、できることを行った。また、２度の耻風への訪問で、現地の

様子を直接見て感じることができた。今年度の耻風班の活動にご協力してくださり、温か

く迎え入れて下さった耻風地区の皆様に感謝申し上げると共に、これからもこの関係を維

持・発展させて行きたいと考えている。そして今後は、今年度の活動で得た耻風地区の基

本情報や魅力、そして活動の反省を踏まえて、より実践的な良い提案をすることを目指し

て活動していきたい。来年度新一年生を班に迎え入れ、さらに幅広い活動が出来ることを

期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 


